
 

 

 

 

                              

 

大学と協同組合 

 

 

 

 

 

 

 

【講義の主なポイント】 

・太平洋戦争では多くの大学生が学徒出陣で犠牲となった。また、軍国主義の下、

全国にあった大学生協が次々と解散に追い込まれた。戦後、大学生協が再建さ

れる中で「よりよき生活と平和のために」がスローガンとなった。 

・全国の大学生協は、組合員の協同、協力、自立、参加を使命に、魅力ある大学

づくりを事業で支援し貢献する。そして、大学の理念と目標の実現に協力し活

力ある人を社会に送り出し、地域社会の活性化に貢献していくと掲げている。 

・三重大学生協の設立趣旨は、消費者運動の推進と、福祉厚生施設を利用者の立

場から運営すること、大学生活の充実を図る運動の推進者となることである。 

・三重大学生協は、組合員どうしの「つながり」「たすけあい」「協力」と、「魅

力ある大学」づくり、人にやさしい平和な社会づくりをめざしている。 

・生協のしくみは、組合員が出資・組合員で利用・組合員の運営である。利用に

よって生まれた剰余は組合員に還元される。これが民間企業との違いである。 

・協同組合の精神を一口に言えば助け合いの組織である。 

・特徴的な取り組みに、「たすけあい」の共済がある。共済は掛け金を出し合い

協同の財産を準備し、加入者のもしもの時に経済的損失を補うものである。組

合員どうしで助けあうしくみである。 

・「ひとこえカード」も生協としての特徴的な取り組みである。生活をよりよく

するため意見をだすことで改善や運営参加につながっている。 

・エシカルや環境配慮など商品価値への理解と利用をひろげる。学生のみなさん

は、三重大学生協を活用して、よりよい生活をつくっていくことが大事である。 

  三重大学 人文学部  

法律経済学科 

「協同組合論」 
  

山本 昌也／三重大学生活協同組合専務理事 

 

第４回（10月 24日）：受講 46名（受講生 39名・聴講＆スタッフ 7名） 

全国の大学生協が掲げるスローガン「よりよき生活と平和」は経緯と理由が

ある。大学生協は組合員の出資・利用・運営のしくみで組織されている。三重

大学の学生は、ほぼ全員が組合員であり学生生活を充実できるよう組合員どう

しで助け合う共済や、運営に参加する「ひとこえカード」などのしくみがある。 

ＳＤＧｓと商品価値への理解と利用が広がるよう皆さんと考えていきたい。 
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講義 

 



第２回講義…受講生の感想レポート（一部抜粋） 

Ａさん（２年生） 

 

Ｂさん（２年生） 

 

Ｃさん（２年生） 

 



Ｄさん（２年生） 

 

Ｅさん（２年生） 

 



Ｆさん（２年生） 

 

Ｇさん（２年生） 

 
Ｈさん（３年生） 

 

以上 


